
平成２８年度
「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム（北海道会場）

コミュニティ・スクールの具体的な導入の在り方・
充実に向けた方策

～宇美町立学校での連携・協働活動を通して～

平成２８年１０月２１日
宇美町立井野小学校
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井野小学校

児童数
２６０名

宇美小学校

児童数
７００名

桜原小学校

児童数
４７８名

宇美東中学校

生徒数
３２１名

宇美南中学校

生徒数
２６８名

宇美東小学校

児童数
３２６名

原田小学校

児童数
５３１名

宇美中学校

生徒数
４８８名

児童生徒数
３，３７２名

CS導入の目的と経緯 宇美の子どもを育む学校教育の推進

～みんなが主役になるコミュニティ・スクールを創ります～
○ 学校は主に学力の向上を、家庭は主に基本的生活習慣や働く力の育成を、地域
は主に人間関係力の育成に力を注ぐとともに、互いの役割と責任を果たすことができ
るよう、相互の連携及び協力の推進に努めます。

○ 地域のひと・もの・ことを積極的に授業に取り入れ、「保護者、地域住民が学校で
活躍する場づくり」とともに「子どもが家庭、地域に貢献できる場づくり」を積極的にす
すめます。



学校
（学ぶ力）

家庭
（生活習慣や

働く力）

学校は地域に貢献
地域は学校に貢献
例）○あいさつ運動
〇夏休み公民館学習

学校は家庭に貢献
家庭は学校に貢献
例）〇ノーメディアデイ
〇赤ペン先生

学校と家庭と地域の
連携・協働

例）○地域合同運動会

〇目標の共有化 〇役割と責任 〇相互補完

地域
（人間関係力や
社会力）

家庭は地域に貢献 地域は家庭に貢献
例）〇ラブアースうみ 〇子ども見守りたい

役割の自覚と連携の推進CS導入の目的と経緯

◆平成２１年５月：原田小
◆平成２２年５月：桜原小、

宇美南中
◆平成２３年４月：宇美東小、

井野小、宇美東中
◆平成２４年４月：宇美小、

宇美中

全ての小中学校がコミュニティ・スクールに指定CS導入の目的と経緯



宇美小学校

CS支援の実際 宇美町コミュニティ・スクール活動の活動

宇美小学校

・学校運営
・教育活動

説明 報告

意見承認評価

学習応援隊 心・安心応援隊 環境応援隊

学
校
運
営
協
議
会

宇美東小学校

CS支援の実際 宇美町コミュニティ・スクール活動の活動

宇美東小学校
・学校運営
・教育活動

説明 報告

意見承認評価

学校運営協議会

学習支援部会 あいさつ部会 環境整備部会 読み聞かせ部会



原田小学校

CS支援の実際 宇美町コミュニティ・スクール活動の活動

地域活動支援部

田植え指導

登下校の見守り活動

餅つき大会 昔遊びの指導 持久走安全確保

学校教育支援部

藤棚の剪定作業避難訓練の安全確保

桜原小学校

CS支援の実際 宇美町コミュニティ・スクール活動の活動

学習支援部会 豊かな心部会 安全･安心部会 環境整美部会

・学校運営
・教育活動

説明 報告

意見承認評価

コミュニティ･スクール“さくらばる“

学校運営協議会



井野小学校

CS支援の実際 宇美町コミュニティ・スクール活動の活動

学力向上部会 安全活動部会

ほんげんぎょう

ふれあい運動会赤ペン先生 夏休み公民館学習 交通安全指導

米作り いきいきいのっこ デイキャンプ

体験活動部会

体力向上部会

宇美町コミュニティ・スクールの成果

質問事項：今住んでいる地域行事に参加していますか？

小学校 中学校

全国学力学習調査より

質問事項：地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか？

小学校 中学校



宇美町コミュニティー・スクールの成果

①学校行事に主体的に参加する保護者、
地域の方が増えた。

②児童生徒の地域行事への参加率が向上
した。

③学校と地域及び保護者が一つの目標を
共有し、その実現に向けて協働するように
なった。

井野小学校
コミュニティ・スクール

取組の紹介

１３学級 ２６０名

宅地造成に伴い平成４年宇美小学校から分離・開校

校区住民 ４，５９７人

高齢化率 ２１．６％ （福岡県 ２５．７％ 全国 ２６％）



井野小学校コミュニティ・スクールのあゆみ

平成１７年度 学校運営協力者会議

平成２２年度 学校運営協議会制度推進委員会（準備会）

目標、組織作り

平成２３年度 学校運営協議会発足

町よりコミュニティ・スクール指定を受ける

総会（PTA・地域住民・教職員）８０名

現在、コミュニティ・スクールとして６年目

学校運営協力者会議（H１７～H２２）

１ 設立趣旨
地域への愛着をもった井野小学校区の子供を育てあげるために、
学校・地域・家庭が連携協力して、教育効果をより高めるため

２ 委員
区長（６） 校区教育委員（１） 学校評議員（４） PTA（６）
校区運動会実行委員（１） 学校（４） ２２名

３ 会議の回数
３回（５月．１０月，３月）

４ 主な協議内容・活動
○学力向上（学校の取組と家庭学習の進め方）の説明
○校区運動会について（実行委員からの報告、協議）
○井野小の日（学習発表会、フェスタ）への参観
○登下校の安全対策（安全グッズ等の配布、不審者対応）
○学習ボランティアの募集



学校運営協議会・コミュニティ・スクール開始（H23～）

１ 目標
学校も家庭も地域もいきいきする豊かな校区づくり

２ 委員
地域代表（２） PTA（２） 区長会代表（１） 各委員会代表（４）
学識（民生委員、社会教育委員）(２） 行政職員（１） 学校（３）

１５名

３ 会議の回数
総会（５月）、学校運営協議会３回（５月、１０月、２月）

４ 組織と主な活動
○ 学力向上委員会
○ 豊かな体験委員会
○ 体力向上委員会
○ 安全活動委員会

【Ｈ２３年度総会の様子】

【学校教育目標】ふるさとを愛し、夢に向かって学び続ける子供の育成
【重点目標】「確かな学力」と「人間関係力」を高め、たくましく生きる子供の育成
【児童像】◇相手を思いやり、一緒にかかわる子（やさしい子）

◇学びの基礎を身につけ、ともに学ぶ子（かしこい子）
◇よく遊び、目標に向かってがんばる子（よく遊ぶ子）

PTA【PTAのめざす子ども像】
①優しさや思いやりの気持ちを持った自尊感情の高い子ど
も
②コミュニケーション能力が豊かな子ども
③基本的生活習慣を身につけた規範意識の高い子ども
④学ぶ意欲が高い子ども
⑤ふるさとを大切に思う子ども

【地域の願い】
あいさつができる子どもに
地域行事への参加
元気な体
安全な通学路

学校も家庭も地域も生き生きする校区づくり

平成２８年度井野小学校コミュニティ・スクール

学校・PTA・地域代表による「子ども像」を協議し総会にて決議



CSの組織
校区区長

連各会（年２回）
学校運営協議会（年３回）

学力向上委員会 豊かな体験委員会 体力向上委員会 安全活動委員会

ＣＳ委員長会（年２回）

いのっこサポーター交流会

すいすい水曜日
公民館学習

米作り（５年）
どんと焼き

合同運動会 見守り活動
見守り隊感謝の会

中学校区
ＣSフォーラム

総会

学校運営協議会の活動

• 目標を設定し、年間の活動計画の承認と評価
• 井野っこサポーター交流会によるボランティアの拡大と親
睦

• 学校評価
• 中学校区コミュニティ・スクールの連携

ＣＳ委員長会 学校運営協議会 各委員会



学力向上委員会の活動

公民館学習すいすい水曜日

調べる学習発表会にGTとして参加

家庭学習・生活習慣の形成を図る取組

■ 家庭学習の習慣化を図る
「家庭学習ガイド」
■ 基本的生活の習慣化を図る
「新・家庭教育宣言」

学習の質と量を上げる取組

■ すいすい水曜日（赤ペン先生）
■ 公民館学習（夏休み）
■ 調べる学習コンクール（図書館等）

新家庭教育宣言

早寝早起き朝ご飯、
家庭学習、手伝い

家庭学習の
手引き

家庭学習の充実と家庭の教育力向上をねらいとしています。

豊かな体験委員会の活動

大人のスピーチ

田植えと稲刈り

公民館清掃

地域に貢献する教育活動

■ 校区クリーン作戦（公民館清掃）
■ 福祉施設との交流
■ 地域課題に取り組む教材開発
・社会科の校内研究と連携
■ ほんげんぎょう（どんと焼き）

ボランティアが活躍する教育活動

■ 生活・総合のボランティア
・田植え、稲刈りの米作り体験

■ ゲストティーチャー
・大人のスピーチ（キャリア教育）
・クラブ活動（タグラグビー）

■ 一人一役ボランティア（PTA)
・春と秋の花植え活動

PTA一人一役
安全安心なくらし
を守る学習

ほんげんぎょう
（どんと焼き）

校内研究（社会科）では、
地域課題の解決に向け
て、地域の方と一緒に
取り組む活動を位置づ
けています。



体力向上委員会の活動

校区合同運動会

地域と一緒に校区合同運動会

■ 各区選出による実行委員会で開催

安全活動委員会の活動

子どもを見守る・育てる地域活動

■ 見守り隊による登下校時の安全活動
■ 見守り隊の方への感謝の会

登下校の見守り活動

感謝の会（2年生） 感謝の会（PTA）
（公民館にて）

町内会対抗で地域住民の交流の
場として「大盛り上がり」
今年度は、中学生も参加します。

団地では、退職者が増えておうぃ、
見守り活動への参加者が増えるこ
とを期待しています。

おやじの会

■ おやじの会ディキャンプ
■ 愛校作業

関係機関と連携する体験活動

読み聞かせ会

■ ママーグースさんの読み聞かせ

土曜子供教室
（いきいきいのっこ子ども教室）

■ 実行委員会による運営
■ 様々な体験活動を実施

みそ作り教室 ゲートボール教室

平
成
27
年
度

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

側溝清掃 飯ごう炊飯

朝・昼休みに実施



宇美中学校区の２小１中の学校運営協議会が主催、特徴的な取
組や小中連携のあり方について、交歓を行う

中学校区の活動（CSフォーラム）

本年度テーマ 小学生と中学生との交流・・赤ペン先生の体験

オリエンテーション
学力向上委員長挨拶

学校運営協議会委員
やボランティアの見守る
中で赤ペン体験

小・中学生の交流に大
人が関わる良さについ
ての協議

主な意見・感想
小学生は、井野小出身の中学生が来てくれるのを楽しみに待っていた。
中学生もだんだん優しい表情になった。「すごいね。」などの声かけが出ていた。

成果

・４つの委員会の活動が充実することにより、子どもの学習効果が上がった。

・地域行事に参加したり地域社会に関心をもったりする子どもが増えた。

・ボランティア同士の関係ができ、地域全体で子育てを推進する環境が醸成

された。

課題

・ボランティアの固定化

・学校、学校運営協議会、地域（町内会組織）との合議により「地域ととも

にある学校づくり」への進化

成果と課題


